
議会だより NO.123（3）

決
し
、
派
遣
を
行
う
べ
き
。

修
正
案
に
賛
成

○
市
長
よ
り
、
議
会
か
ら
社
会
福
祉

協
議
会
限
定
の
修
正
案
を
出
さ
れ
た

ら
受
け
入
れ
る
用
意
も
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
、
市
民
の
目
線
に
立
ち
、

少
し
で
も
前
へ
進
め
る
努
力
が
、
市

民
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
原
案
に
賛
成
だ
が
、
緊
急
を
要
す

る
社
会
福
祉
協
議
会
に
人
員
を
派
遣

す
べ
き
。

○
社
会
福
祉
協
議
会
に
派
遣
す
る
こ

と
は
異
存
が
な
く
、
ど
ち
ら
か
ら
提

案
し
て
も
、
市
民
益
、
福
祉
益
に
つ

な
が
れ
ば
い
い
こ
と
。

原
案
に
反
対

○
以
前
否
決
さ
れ
た
議
案
と
全
く
同

じ
内
容
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
派

遣
で
き
る
こ
と
が
問
題
。

○
派
遣
先
に
Ｊ
Ａ
兵
庫
み
ら
い
の
名

前
も
挙
が
っ
た
が
、
公
的
な
役
割
も

担
っ
て
い
る
と
は
い
え
、金
融
機
関
、

共
済
、
福
祉
、
葬
儀
、
旅
行
等
を
行

っ
て
い
る
事
業
体
で
、
公
務
員
が
従

事
す
る
こ
と
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
。

○
規
則
で
派
遣
先
を
定
め
る
の
は
、

恣し

意い

的
運
用
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

職
権
濫
用
ら
ん
よ
う

の
危
険
も
危き

惧ぐ

さ
れ
る
。

修
正
案
に
反
対

○
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
派
遣
に

限
る
と
の
文
言
を
加
筆
さ
れ
再
提
案

さ
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

○
行
政
側
か
ら
積
極
的
に
提
出
さ
れ

る
べ
き
。

採
決
結
果

（
修
正
案
）
賛
成
５
、反
対
12
で
否
決

（
原
案
）
賛
成
６
、
反
対
11
で
否
決

原
案
・
修
正
案
に
賛
成

○
条
例
制
定
に
よ
り
、
事
前
に
市
、

住
民
が
工
事
着
手
前
に
開
発
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。

○
経
済
が
停
滞
し
な
い
よ
う
、
開
発

調
整
審
査
会
を
設
け
、
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
や
、
公
正
、
公
平
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。

○
議
会
で
の
否
決
を
踏
ま
え
再
検
討

さ
れ
た
内
容
が
今
回
も
反
映
さ
れ
て

い
る
。

○
危
惧
さ
れ
る
点
は
、
監
視
機
能
を

発
揮
を
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
議
会
の

本
来
の
役
割
。

原
案
・
修
正
案
に
反
対

○
調
整
に
名
を
借
り
た
チ
ェ
ッ
ク
に

変
わ
り
な
く
、
平
等
性
、
公
平
性
、、

公
正
さ
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
安
心

で
き
な
い
。

○
開
発
調
整
委
員
会
の
性
格
が
未
知

数
。

○
開
発
を
促
進
す
る
ど
こ
ろ
か
、
抑

止
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
現
不
況
下

に
お
い
て
制
定
す
べ
き
で
は
な
い
。

○
乱
開
発
防
止
は
重
要
だ
が
、
現
法

律
で
、
十
分
対
応
で
き
る
。

採
決
結
果

原
案
・
修
正
案
と
も
に
賛
成
７
、
反

対
10
で
否
決

2月臨時会

討　論

賛
　
成

○
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
制
度
分

科
会
の
地
方
教
育
行
政
部
会
の
中
で

は
市
外
の
人
、学
者
で
は
だ
め
と
い

う
議
論
は
さ
れ
て
い
な
い
。

○
地
域
住
民
の
民
意
の
反
映
と
は
、

委
員
に
選
ば
れ
た
方
が
結
果
的
に
地

域
住
民
の
意
向
を
反
映
し
て
い
く
こ

と
。

○
竺ち
く

沙さ

准
教
授

じ
ゅ
ん
き
ょ
う
じ
ゅ
と
加
西
市
の
教
育
を

考
え
る
会
で
の
真し
ん

摯し

な
態
度
と
的
確

な
答
弁
に
好
感
、安
心
感
を
持
っ
た
。

○
現
在
の
教
育
委
員
会
は
、
教
育
経

験
者
、
県
行
政
経
験
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
保

護
者
で
、
大
学
教
員
が
入
っ
て
も
、

偏か
た
よ

っ
た
バ
ラ
ン
ス
に
は
な
ら
な
い
。

○
教
育
行
財
政
学
の
専
門
家
で
、
教

育
委
員
会
の
改
革
が
進
ま
な
い
分
野

に
お
い
て
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
方
と

と
も
に
、
教
育
の
変
革
を
進
め
て
い

た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。

反
　
対

○
一
般
市
民
で
加
西
の
教
育
の
現
状

に
関
心
が
あ
り
、色
の
つ
い
て
な
い
意

見
を
述
べ
ら
れ
る
人
を
選
出
す
べ
き
。

○
大
学
の
公
務
の
ほ
か
、
全
国
的
に

活
躍
さ
れ
、
多
忙
で
あ
る
方
で
、
委

員
と
し
て
毎
月
の
任
務
が
こ
な
せ
る

の
か
不
安
。

○
現
役
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
を
選
任
さ
れ

て
は
ど
う
か
。

○
教
育
施
設
の
耐
震
化
、
統
廃
合
な

ど
の
課
題
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
に
は
、
加
西
市
に
ど
っ
し
り
と
両

足
を
つ
け
た
人
を
選
任
す
べ
き
。

○
視
野
の
拡
大
に
よ
る
教
育
の
質
の

向
上
は
、
教
育
長
が
本
来
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

採
決
結
果

賛
成
７
、
反
対
10
で
不
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の

派
遣
等
に
関
す
る
条
例

原
案
に
賛
成

○
市
役
所
の
庁
舎
内
ば
か
り
で
な

く
、い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
勉
強

し
、活
躍
し
た
い
職
員
も
い
る
は
ず
。

○
社
協
組
織
の
改
革
、
改
善
に
は
、

管
理
業
務
に
長た

け
た
市
職
員
の
派
遣

が
望
ま
れ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
。
意

地
の
張
り
合
い
で
い
た
ず
ら
に
時
間

を
費
や
す
の
で
は
な
く
、
早
急
に
議

副
市
長
定
数
条
例

賛
　
成

○
２
名
以
内
を
状
況
に
よ
っ
て
は
認

め
る
と
い
う
制
度
設
計
で
、
条
例
が

可
決
さ
れ
れ
ば
即
２
名
を
同
意
す
る

も
の
で
は
な
い
。

○
加
西
市
の
政
策
課
題
を
解
消
す
る

に
は
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
外
部

と
の
交
渉
も
行
え
、
各
部
署
に
指
示

が
で
き
る
副
市
長
が
必
要
。

反
　
対

○
現
在
の
副
市
長
や
部
長
に
指
示
を

的
確
に
し
、
連
携
を
密
に
し
て
、
連

絡
指
示
が
末
端
ま
で
伝
わ
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
２
人
も
要
ら
な
い
。

○
現
状
の
限
ら
れ
た
資
源
で
職
員
と

一
体
と
な
り
当
面
の
課
題
を
民
間
の

知
恵
、
発
想
で
工
夫
し
、乗
り
切
る

姿
勢
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
財
政
再
建
が
急
務
で
あ
り
、
副
市

長
１
人
分
の
年
間
経
費
１，
６
０
０

万
円
強
の
費
用
対
効
果
が
不
透
明
。

○
市
長
の
仕
事
の
あ
り
方
、
権
限
委い

譲じ
ょ
う

の
あ
り
方
、
制
度
的
な
も
の
を
変

え
な
け
れ
ば
行
政
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
は
で
き
な
い
。

開
発
調
整
条
例

議
案
に
対
す
る
討
論
に
つ
い
て
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

採
決
結
果

賛
成
４
、
反
対
13
で
否
決


